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【抄録】 

 本研究では,日本,米国,英国の自己免疫疾患の研究動向を主要学術雑誌に掲載された論文数をもとに

調査し研究増減トレンドの検討を詳細に行った結果,各国の研究活動の変遷や特徴が明らかとなった.各

国で関節リウマチの研究が2018年以降に減少傾向を示す一方,重症筋無力症の研究は2019年以降に増加

傾向を示している.また,日本の研究では IgG4関連疾患,ベーチェット病ならびに自己免疫性膵炎の分野

が世界をリードする研究を行っていることが判明した.本研究の成果は,各国との研究相違点や共通点を

明示し自己免疫疾患の今後の研究方向性を示す重要な指針となるため,ここに報告する. 

 

１．はじめに 

拙著「Internal Medicine誌における主要研究テ

ーマ - 直近 10 年間の論文タイトルのテキストマ

イニング手法による分析 -」1) では,同誌に掲載さ

れた直近 10 年間の論文タイトルを対象に,テキス

トマイニング手法を用いて同誌の主要研究テーマ

を分析し明らかにした. 

分析結果は, 特定の疾患や治療法に関する研究

が増加傾向にあり,新たな研究領域が開拓されつ

つあること,加えて,免疫関連の研究が研究トレン

ドにあることが明らかとなった 1). 

本論はその続編である.本テーマを選定した理

由は,免疫関連疾患が世界的に増加傾向にあるこ

と,またその治療法や予防法の開発が急務となっ

ているからである.前回は,国内にのみ焦点を当て

たが,今回は米英の研究動向と比較し,取り組みの

違いを明らかにできれば幸いである. 

 

２．免疫・炎症疾患の概念 

 1) 免疫・炎症疾患の概要（図 1） 

免疫・炎症疾患は, 体の免疫システムが正常

に機能しない結果として生じる. これらの疾患

は,免疫システムが自身の自己細胞を攻撃する

「自己免疫疾患」, 異物や感染に対する過剰な

反応を示す「アレルギー疾患」, 長期にわたる

「慢性炎症反応」等, 多様な症状を呈する. 

 

 
図 1. 免疫・炎症疾患の概要 [概念図] （筆者作成） 

 

 2) 免疫・炎症疾患の代表的な疾患 

免疫・炎症疾患は, 包括的で広範な疾患群を

示す疾患概念であるが 2), 自己免疫疾患, アレ

ルギー疾患ならびに慢性炎症反応の代表的な疾

患および疾患群は表 1のとおりである. 
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  ・自己免疫疾患:自己免疫疾患は, 全身性と臓器

に分けられ 3), 代表的な全身性

自己免疫疾患として, 関節リ

ウマチ（RA）,全身性エリテマ

トーデス（SLE）, 多発性筋炎・

皮膚筋炎,代表的な臓器特異的

自己免疫疾患として,心筋炎, 
慢性閉塞性肺疾患 （COPD）, 炎
症性腸疾患（IBD）などがある.

これらの疾患は免疫システム

が誤って自己の正常な自己細

胞を異物と認識し,攻撃するこ

とによって引き起こされる. 

 

  ・アレルギー疾患:アレルゲンに対する免疫シス

テムの過剰反応によって引き

起こされることが多く, 代表

的な疾患として,花粉症・アレ

ルギー性鼻炎,アトピー性皮

膚炎などが挙げられる. 

 

・慢性炎症反応:慢性炎症は心血管疾患や一部の

がんのリスクを高めることが

知られている 4) 5).例えば,慢性

炎症が持続すると動脈硬化の

進行を促進し,心筋梗塞や脳卒

中のリスクを増加させ,持続的

な炎症状態は細胞の変異を促

し,がんの生成に寄与する可能

性が指摘されている 6). 
 

 

図 2. がん発症の危険因子（炎症）6) 

３．免疫に関わる疾患の状況 

  前述のとおり, Internal Medicine 誌の調査で

は免疫（炎症疾患含む）に関連する研究がトレン

ドであることが明らかとなったが, 改めて, 本邦

と海外における状況を整理したい. 

  免疫疾患あるいは免疫が関わる疾患は,広範囲

な疾患群を意味するため,全患者数を網羅するこ

とは難しいが,今般,自己免疫疾患に関するデータ

がいくつか公表されている. 

   

1) 自己免疫疾患の患者数と増加について（英米） 

2023年に Lancetに掲載された英国国内の患

者を対象とした大規模データの研究（Conrad N 

et al）によれば,自己免疫疾患の患者数は過去

20 年間で約 4％増加し, 同国の人口の約 10％

（約 670万人）が自己免疫疾患に罹患している

ことが明らかとなった 7).  

他方, 米国では, 自己免疫疾患の有病率が

米国人口の約 7.6％から 9.4％（約 2,500～

3,100 万人）であると推定されており 8), 同国

の自己免疫疾患の有病率は増加傾向にある 9). 

 

2) 本邦の自己免疫疾患の患者数について 

本邦における自己免疫疾患の患者数は表 2

のとおりである. 全身性自己免疫疾患の患者

数は, 約 105万人（図 3）. 臓器特異的自己免

疫疾患の患者数は, 約745万人で, 自己免疫疾

患の患者総数（推計）は 850万人程度に達する. 

日本の人口の約 7％が何らかの自己免疫疾患に

罹患しているものと推定される. 

 

  図 3. 全身性自己免疫疾患の患者数（筆者作成) 
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４．免疫に関わる学術論文の状況 

  前項のとおり, 免疫系が関与する多様な疾患の

なかで, 自己免疫疾患（全身性・臓器特異的）はそ

の中心的存在となっているが, 英米含め,有病率は

7～10％程度であることが調査の結果で明らかにな

った.それらを踏まえ,学術に関する状況を以下に

整理したい. 

 

  1) 分析対象, 分析方法ならびに分析手順 

【分析対象】 

 世界で最も影響力のある学術誌やジャーナル 

約 21,000誌（2019年末時点）を収載している 

Web of Science（WoS）の論文を分析対象とする. 

 

【分析方法・分析手順】 

① WoSに収載された論文を対象 

② WoS Core Collection（DB） 

⇒「基本検索」⇒「トピック検索」 

③ 各自己免疫疾患名の入力 / 検索 

④ 「結果の分析」機能 

  ⇒ 「国/地域」（注）選択 

⑤ 日米英 3ヶ国を対象に 24年間のデータ DL 

⇒ Excelへデータ転記・入力,可視化 
    
   （注）[国/地域] は, 研究が報告された国や地域ではなく, 

著者が所属する
．．．．．．．

国または地域からの論文を意味する. 

 

  3) 自己免疫疾患の掲載論文数（24年間推移） 

   WoS に収載された主要学術雑誌において掲載

された自己免疫疾患に関わる論文数の直近 24

年間の推移は, 表 3～表 22のとおりであった. 

 

表 3. 関節リウマチ（筆者作成） 

 

表4. 全身性エリテマトーデス（筆者作成） 
 

 

表5. 多発性筋炎（筆者作成） 
 

 

表6. 皮膚筋炎（筆者作成） 

 

 

表7. 全身性強皮症（筆者作成） 
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表8. シェーグレン症候群（筆者作成） 
 

 

表9. IgG4関連疾患（筆者作成） 
 

 

表10. サルコイドーシス（筆者作成） 
 

 

表11. ベーチェット病（筆者作成） 

 

表12. 心筋炎（筆者作成） 
 

 

表13. 感染性心内膜炎（筆者作成） 
 

 

表14. 喘息（筆者作成） 
 

 

表15. 慢性閉塞性肺疾患（筆者作成） 
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表16. 炎症性腸疾患（筆者作成） 
 

 

表17. 自己免疫性肝炎（筆者作成） 
 

 

表18. 自己免疫性膵炎（筆者作成） 
 

 

表19. 多発性硬化症（筆者作成） 

 

 

表20. ギラン・バレー症候群（筆者作成） 
 

 

表21. 重症筋無力症（筆者作成） 
 

 

表22. Ⅰ型糖尿病（筆者作成） 
 

4) 分析結果 

 ●全体的な傾向と特徴 

   日本,米国ならびに英国の 3 ヵ国で論文掲載

数の推移を見ると, 全身性自己免疫疾患では, 

関節リウマチ, 全身性エリテマトーデスに関す

る研究数が多く, 臓器特異的自己免疫疾患では, 
神経内科系（多発性硬化症）, 内分泌代謝系（Ⅰ

型糖尿病）, 呼吸器系（喘息・慢性閉塞性肺疾患）,
消化器系（炎症性腸疾患）に関する研究数が 3
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ヵ国で共通して多く見られた. 一方, 3ヵ国共通

で関節リウマチに関する研究の減少（2018 年以

降）,重症筋無力症に関する研究の増加（2019年

以降）が共通傾向として見られた. 

 

◆米国の特徴と傾向 

   米国では,自己免疫疾患に関する研究が盛んで

論文掲載数も多く,総じて増加傾向にある. 

   個別の疾患では, 皮膚筋炎, IgG4関連疾患,サ

ルコイドーシス, 心筋炎, 炎症性腸疾患, 自己

免疫性肝炎, 多発性硬化症,重症筋無力症なら

びに I 型糖尿病に関する研究の伸びが非常に大

きくなっていることがわかった. 

 

◆英国の特徴と傾向 

   英国の特徴は,日本の研究傾向（論文数や増減）

に類する動きを示す疾患が多いことが特徴とし

て挙げられる. 関節リウマチ, 全身性エリテマ

トーデス,シェーグレン症候群,サルコイドーシ

ス, 感染性心内膜炎, 自己免疫性肝炎, ギラ

ン・バレー症候群ならびに重症筋無力症は, 非

常に似た研究傾向にある. 

   他方で, シェーグレン症候群やベーチェット

病に関する研究は近年,日本と拮抗するような

状況にある.その他, 皮膚筋炎, IgG4関連疾患な

らびに自己免疫性膵炎に関する研究が少ない傾

向も見られた. 

 

◆日本の特徴と傾向 

   日本の特徴は, IgG4 関連疾患に関する研究を

先んじて行い,これまで論文数において世界を

リードしてきたことである.併せて,ベーチェッ

ト病や自己免疫性膵炎に関する研究においては, 

論文掲載数で米国を上回っており, 世界をリー

ドする研究を行っていることが読み取れる.  

 

５．考察 

  1) 分析結果の解釈 

   本研究では, 2000年から 2023年までの 24年

間における日本, 米国ならびに英国に所属す

る著者が主要誌に発表した論文数の推移を調

査し分析を行った. 分析結果の全体的な傾向

としては, 関節リウマチ（RA）や全身性エリテ

マトーデス（SLE）に関する研究数が多く, こ

れらの全身性自己免疫疾患に対する研究志向

の高さが読み取れた.  

他方, 臓器特異的自己免疫疾患に関しては, 

多発性硬化症, I 型糖尿病, 喘息・慢性閉塞性

肺疾患,炎症性腸疾患に関する研究数が共通し

て多く見られた. 注目すべき傾向としては, 

2018 年以降に,関節リウマチの研究が日米英で

減少し, 2019 年以降に重症筋無力症の研究が

日米英で共通して増加していることである. 

このことは, 関節リウマチ（RA）や全身性エ

リテマトーデス（SLE）が長期にわたり研究が

実施されてきた疾患で, 多くの論文が発表さ

れている一方, 重症筋無力症の研究が近年増

加しているのは, 比較的新しい研究対象であ

り, 新たな治療法の開発が進んでいること, 

疾患そのものの理解が進んでいることが影響

していると考えられる 10) 11).  

また, 比較的新しい研究分野としては IgG4

関連疾患が挙げられる. IgG4 関連疾患は,今世

紀世界で初めて日本で報告された疾患であり, 

厚生労働省（MHLW）によって組織された研究チ

ームが世界初となる診断基準「IgG-RDの包括的

診断基準 2011」を発表し, その後世界中で多く

の症例が報告されてきた 12) .この事実は日本が

IgG4 関連疾患に関する研究を先行して行い,世

界的に研究をリードしてきた証左である. 

 

  2) 分析結果の意義 

   本研究の分析結果は,多面的に重要な意義を

有する.科学的な側面では,自己免疫疾患に関

わる研究の進展と各国（日米英 3ヵ国）の特徴

が明らかになることにより,今後の研究の方向
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性（トレンド研究であるか否かの判断）や研究

協力体制の構築（各国の強みの認識・理解）に

役立つものと思われる.そして臨床的には,特

定の疾患に対する研究の増減推移が治療法や

診断法の進歩・進展と関連している可能性を示

唆することにより, 医療現場での対応や判断,

引いては症例報告（発表含む）にも影響を与え

るものと思われる.一定の治療法や診断法が確

立された疾患については,報告意義や学術的な

意味合いや意義は弱まる.逆に新たな治療法や

診断方法が見出される疾患には注目が集まる. 

社会的な視点では, 各国（日米英 3ヵ国）の

研究傾向を理解することで,グローバルな視点

での共同研究促進や医療政策決定に役立つ情

報が提供されるものと期待される. 

 

  3) 本研究の分析上の課題 

   本研究には以下の課題点が挙げられる.1 つ

目は,掲載論文数の調査において,掲載された

論文の種別（総説,原著,症例報告等の区別）,

影響力（Impact Factor 値）は考慮してない点

である.また,掲載論文数のデータ収集期間が

2000年から2023年までの24年間に限定されて

いる点も課題である.2000 年より前の研究動向

やより長期的な傾向は把握できていない.更に,

自己免疫疾患の定義や分類が広範囲な疾患群

を意味するため,本研究で取り上げた主要な疾

患だけで完全に網羅できたかどうか,これが分

析結果に影響を与えている可能性は否定でき

ない点も課題である. 

   このため,今後の課題克服として,論文種別の

選別や IF 値を考慮した詳細な分析も必要であ

り,調査対象とする自己免疫疾患の統一を進め

ることが重要である.そして,新たな治療法や

診断方法が進歩するなかで,常に最新のデータ

を収集し続けることが求められる.このことに

より,より精度の高い自己免疫疾患の動向把握

と科学的・臨床的な進展が強く期待される. 

６．まとめ 

  仕事柄,学会誌を発行する側にいるため,年間

2,500～3,000 本程度の医学論文を目にする.医学

研究にトレンドはあるのかないのかと問われれば,

ある時を境に頻回に見かける研究キーワードや疾

患名があるため,あるのではないかと感じている. 

今回執筆した免疫関連研究を例に挙げれば,2010

年ぐらいから「IgG4 関連疾患」をタイトルにした

論文を頻回に見かけるようになった.肌感覚として

は,IgG4関連の研究が「旬」だと感じていた. 

今回,本論において日本,米国,英国（3 ヵ国）の

自己免疫疾患の研究動向を主要学術雑誌に掲載さ

れた論文数を調査対象に分析を行った. 

分析結果からは,各国（3 ヵ国）で関節リウマチ

の研究が 2018 年以降減少する一方,重症筋無力症

の研究が 2019年以降増加していることが判明した.

加えて, 各国（3ヵ国）で共通して研究数の多い疾

患を明らかにすることができた. 

本結果は, 国や地域によって異なる医療ニーズ

があり,その国の特性（人種や年齢構成等）に基づ

いて研究の優先順位が設定されていることを示唆

している. 
このことは,今後の臨床研究への応用期待を高め

るものであり,日本においては IgG4 関連疾患,ベー

チェット病ならびに自己免疫性膵炎に関する研究

において更なる日本独自の強みを研究分野で発揮

することが期待される. 
本論の分析結果が, 各国の研究動向の理解につ

ながり,自己免疫疾患に対する新たな治療法や予防

戦略の開発を促進するための基盤となれば幸甚で

ある. 併せて, 国際的に自己免疫疾患に関するデ

ータの共有や共同研究の推進, 新たな治療法の開

発が進むことを願ってやまない. 
 

(抄録：269単語, 本文:5,182単語) 
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表1.代表的な「免疫・炎症疾患」（自己免疫疾患, アレルギー疾患ならびに慢性炎症反応）（筆者作成） 

No. 疾 患 名 説 明 主な症状 影響関係にある臓器・組織 
 ■全身性自己免疫疾患 

1. 

2. 

 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

・関節リウマチ（RA） 

・全身性エリテマトーデス

（SLE） 

・多発性筋炎 / 皮膚筋炎 

・全身性強皮症 

・シェーグレン症候群 

・IgG4関連疾患 

・サルコイドーシス 

・ベーチェット病 

・関節を攻撃する慢性的な疾患 

・免疫系が全身の組織を攻撃 

 

・筋肉および皮膚を攻撃する炎症性疾患 

・皮膚および臓器を硬化させる免疫疾患 

・外分泌腺（特に涙腺と唾液腺）を攻撃 

・多臓器にわたる慢性炎症性疾患 

・肉芽腫を形成する全身性疾患 

・血管炎を引き起こす全身性疾患 

・関節痛、腫れ、硬直 

・疲労、関節痛、皮膚発疹 

 

・筋力低下、筋肉痛、皮膚の発疹 

・皮膚の硬化、関節痛、消化器症状 

・乾燥症状（ドライアイ/マウス） 

・腫瘤形成や器官機能低下 等 

・倦怠感、リンパ節腫大、呼吸困難 

・口腔内潰瘍、皮膚病変、目の炎症 

・関節、時に他の臓器 

・皮膚、関節、腎臓、心臓 

 

・筋肉、皮膚 

・皮膚、内臓（心臓、肺、腎臓） 

・涙腺、唾液腺 

・涙腺、唾液腺、膵臓、腎臓 等 

・肺、リンパ節、皮膚 

・血管、皮膚、目 

 ■臓器特異的自己免疫疾患 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

・心筋炎 

・感染性心内膜炎 

・喘息 

・慢性閉塞性肺疾患 （COPD） 

・炎症性腸疾患（IBD） 

・自己免疫性肝炎（AIH） 

・自己免疫性膵炎（AIP） 

・多発性硬化症（MS） 

・ギランバレー症候群（GBS） 

・重症筋無力症（MG） 

・I 型糖尿病 

・心筋の炎症 

・心内膜の感染による炎症 

・気道の慢性炎症 
・気道の閉塞と炎症 
・腸管の慢性炎症（潰瘍性大腸炎、ｸﾛｰﾝ病） 
・肝臓の炎症 
・膵臓の慢性炎症 
・中枢神経系の脱髄疾患 
・末梢神経の急性炎症性脱髄 
・神経筋接合部の自己免疫疾患 
・膵臓のβ細胞が自己免疫によって損傷 

・胸痛、息切れ、心拍異常 

・発熱、心雑音、体重減少 

・咳、喘鳴、呼吸困難 

・息切れ、慢性的な咳、痰の増加 

・腹痛、下痢、体重減少 

・疲労、黄疸、腹部不快感 

・腹痛、体重減少、糖尿病症状 

・筋力低下、視力障害、運動失調 

・筋力低下、感覚異常、反射消失 

・筋力低下、眼瞼下垂、複視 

・多尿、口渇、体重減少 

・心臓 

・心内膜 

・気道 

・気道、肺 

・腸、腸管 

・肝臓 

・膵臓 

・脳、脊髄 

・末梢神経 

・神経筋接合部 

・膵臓 

 ■アレルギー疾患 

20. 

21. 

23. 

・花粉症 / アレルギー性鼻炎 

・食物アレルギー 

・アトピー性皮膚炎 

・花粉によるアレルギー反応 

・特定の食物に対する過剰反応 

・皮膚の慢性的なアレルギー性炎症 

・くしゃみ、鼻水、目のかゆみ 

・蕁麻疹、腹痛、アナフィラキシー 

・皮膚のかゆみ、湿疹、乾燥 

・鼻、目 

・消化器、皮膚 

・皮膚 

 ■慢性炎症（上記以外） 

24. 

25. 

・動脈硬化 

・がん 

・動脈壁の慢性的な炎症と硬化 

・細胞の異常増殖による悪性腫瘍 

・胸痛、息切れ、心筋梗塞リスク増加 

・全身の痛み、体重減少、疲労等 

・動脈 

・各臓器、全身  
 



表2.代表的な「免疫・炎症疾患の推定患者数」について（筆者作成） 

No. 疾 患 名 患 者 数 出 典 元 
 ■全身性自己免疫疾患 (推定患者数 約 105万人) 

1. 

2. 

 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

・関節リウマチ（RA） 

・全身性エリテマトーデス

（SLE） 

・多発性筋炎 / 皮膚筋炎 

・全身性強皮症 

・シェーグレン症候群 

・IgG4関連疾患 

・サルコイドーシス 

・ベーチェット病 

・約 82.5万人 

・約 6.5万人 

 

・約 2.5万人 

・約 2.6万人 

・約 6.8万人 

・約 1.5万人 

・約 1.5万人 

・約 1.5万人 

・中島亜矢子.ビッグデータベース研究からみた関節リウマチの診療実態と課題. 臨床リウマチ. 2021 

・難病情報センター（Web）2021年 難病申請件数より 

 

・難病情報センター（Web）2021年 難病申請件数より 

・難病情報センター（Web）2019年 医療受給者証保持者数より 

・難病情報センター（Web）2011年 病院受診患者数より 

・日本 IgG4関連疾患学会 IgG4関連疾患 2020より（Web）2019年 

・難病情報センター（Web）2019年 医療受給者証保持者数より 

・難病情報センター（Web）2019年 医療受給者証保持者数より  

 ■臓器特異的自己免疫疾患 (推定患者数 約 745万人) 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

・心筋炎 

・感染性心内膜炎 

・喘息 

・慢性閉塞性肺疾患 （COPD） 

・炎症性腸疾患（IBD）（※1） 

・自己免疫性肝炎（AIH） 

・自己免疫性膵炎（AIP） 

・多発性硬化症（MS） 

・ギラン・バレー症候群（GBS） 

・重症筋無力症（MG） 

・I 型糖尿病 

・不明 

・不明 

・約 180万人 

・約 530万人 

・約 17万人 

・約 1.6万人 

・約 0.5万人 

・約 2万人 

・約 0.15万人 

・約 2.5万人 

・約 11.5万人 

 

 

・令和 2年度 厚生労働省患者調査より. 2020  

・Fukuchi Y et al.COPD in Japan: the Nippon COPD Epidemiology study.Respirology.9 (4). 2004 

・難病情報センター（Web）2019年 医療受給者証保持者数より 

・難病情報センター（Web）2016年 全国患者数調査より  

・菅野敦 et al. 自己免疫性膵炎の全国調査. 膵臓 30：54～61，2015 

・難病情報センター（Web）2019年 医療受給者証保持者数より  

・難病情報センター（Web）年間発症率より“独自に推計”  

・難病情報センター（Web）2019年 医療受給者証保持者数より  

・平成 29 年度 厚生労働省研究班による疫学調査より. 2017 

 ■アレルギー疾患 (推定患者数 約 5,751万人) 

20. 

21. 

23. 

・花粉症 / アレルギー性鼻炎 

・食物アレルギー 

・アトピー性皮膚炎 

・約 5,500万人 

・約 200万人 

・約 51万人 

・アサヒ飲料株式会社. 花粉症意識・対策実態調査（平成 23年）. 2011年 

・松原優里 et al. 日本における食物アレルギー患者数の推計：疫学調査の現状と課題より推定. 2018 

・平成 29年 患者調査(傷病分類編）厚生労働省. 2017 

 ■慢性炎症（上記以外） 

24. 

25. 

・動脈硬化 

・がん (※2) 

・不明 

・約 100万人 

 

・がん情報サービス「全国がん登録罹患数・率報告」（Web）より. 2020年 
 

※ 1 炎症性腸疾患（IBD）は, クローン病（約 4.6万人）と潰瘍性大腸炎（約 12.6万人）の合算により患者数を推定. 

※ 2 上皮内がんを除く数. 
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